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環境創造センター設置の経緯 

１．環境創造戦略拠点基本構想検討委員会        
（環境回復部会，農林水産再生研究部会，13名の委員，任期：2012年1月30日～8月31日           
①必要性 ②機能・構造・規模 ③立地条件 ④運営方針・形態 

• 放射性物質による環境汚染への対応と環境回復の実現で地域再生・創造を目指す 

• 国内外の調査研究機関と連携・共存を図りつつ，放射線に関わるモニタリング，調査研
究・技術開発，情報収集発信，教育・研修・交流を兼ね備えた環境創造戦略拠点とする 

      復興の基本理念→復興計画を推進する拠点の一つ 
 
２．環境創造センター設置準備検討委員会 

2012年12月28日～2014年3月末(7名の委員） 
環境を回復し，県民が将来にわたり安心して暮らせる美しく豊かな環境を創造する 

３．福島県環境創造センター交流棟展示等検討会 
2014年6月7日～2015年2月7日 小学5年生が理解できる内容 



構想時の思い 
• 放射性物質によって汚染さ
れた環境の回復・創造に取
り組む→現状理解と現場対
応の重要性 

• 将来にわたり安心して暮ら
せる 環境の創造→持続可能
な社会の創造 

• 三者が環境創造センターに
おいて緊密に連携・協力→
協働連携・協力（分業連
携・協力） 

• 日本・世界の英知を結集し
た環境回復・創造活動 

 



環境回復の課題 
  課題解決型研究 
 研究の時間軸の存在 

１）廃炉作業による環境汚染の課題 
瓦礫処理 
燃料棒の取り出しと安定冷却・処分 
汚染水処理と漏水 
デブリ取り出しと最終処分 
原子炉建屋の安定性 
２）一般環境汚染回復の課題 
事故前の状況に戻す 
未除染地域の対応→再飛散・森林保全 
中間貯蔵と管理→最終処分 
減容化技術とその最終処分，有効活用  
課題解決型研究→時間軸の設置が重
要：技術開発→実装との時間軸がある 

Roadmap September,2017  

水中法から気中法への変更 

400t/dから150t/d/遮水と汚染水漏れ 

最終処分/有効活用 

瓦礫処理 



環境創造の課題 
  

持続可能な社会創造（基本理念） 

SDGｓ実現に向けた拠点としての役

割を果たす 

エネルギーにおいても生産責任ー

消費責任（持続的な消費と生産パ

ターンの確保）→Riskを理解した新た

な社会づくりへの挑戦→福島から始

めることが重要→福島の教訓を具

現化することで，100年先，1000年
先へ残す 
 
 
 



Risk共有社会の実現 
• 科学的情報を共有する社会→真の科学技術立
国の確立 

• 科学的事実は安心情報だけではなく，不安情報
（Risk)を分析・評価して公表し，共有する→その
Riskを共有した上で，社会実装・実用を問う社会
を基本 

• 共有するために必要な課題 
 Risk事象の社会的必要性と認可の正当性と責任 
 情報公開と情報理解（科学性）→Risk認識・評価
の妥当性・科学性 
 Risk評価・監視の妥当性 
 Risk増加の責任の明確化 
 安心と安全の乖離の認識 

   自己責任 
   Risk理解 
 科学的認識の醸成 
   社会参加 

  国・自治体 
Riskの監視・対策 

 研究者 
リスク評価・
低減・回避策
の解明 

企業責任 
生産責任 

Risk 



帰宅困難になるほど放射能汚染の激しい地域で山火事が起きれば、高濃度の放射
性物質を取り込んだ木々が燃え、高濃度の放射性物質が飛散してしまいます。春先
は関東にも花粉が飛ぶように飛んできます。3・11の時は、水が汚染されたことも人
は、なぜか、すぐに忘れてしまうものです。 

１日経った4月30日もまだ燃えており、５月１日以降も消火活動が行われる予定です。

被曝に晒される期間は、現時点から鎮火後３〜４日間程度です。多くの放射性物質
が飛散し、より長く被曝にさらされる恐れがあるため、要注意です。 

3・11の原発事故時は、南関東を汚染し、そして北関東、東北に戻り、途中雨の降っ

た地域は高濃度に汚染されました。東北関東甲信越、静岡、愛知の人は、最低限、
以下の対策をオススメします。 

○無駄に内部被曝しないように換気はしない 

○外出時は2重マスク 

○家庭菜園はしばらくビニールシートを被せて対応する（ビニールシートを外す時は
完全防備しましょう） 

○雨が降った時は必ず傘をさす 

○一週間くらい、毎日、朝昼晩、味噌汁を飲む（わかめの味噌汁がベスト、味噌は半
年以上熟成されたもの） 

○子供のいる家庭は特に、水を買っておく 

仲の良い人、自分の大切な人に知らせてください。 

話した人に嫌な顔されたら、そうだね、放射能バカが、未だにウザいこと言ってるよ
ね、と同調して嫌な思いをしないようにしてください。話のわかる人は、今出来るベス
トを尽くして、自分の身は自分で守りましょう。 目に見えませんが油断をしないほうが

良いと思います。 

調査・研究 
即時性 現場対応 

覚知 鎮火 



情報収集・発信 
• 事故の過去・現在・未来の情報発信 

過去：東京電力福島第一原子力発電所の事故の実態と
経過  
現在:事故現場に行かなくても廃炉の進捗状況が分かる 
未来：Roadmapの可視化 
• 研究成果の発信：研究されていることが安心へ 

News Letterの発行→研究成果の積極的な発信 

関係論文を分類し，分かり易い情報発信：廃炉ーモニ
タリングー除染ー廃棄物処理ー環境動態ー人材育成等
に分類，A4で1枚のデータ集を作り，収集する→リスト
を公開，検索可能 

• 定期的な記者会見と発表 
マスメディアを使うことで広く活動実態を伝える 

• コミュータンは情報発信の場（記念館ではない） 

 

 



教育・研修・交流 
• 廃炉作業を総合科学（System Science)としてとらえた教育体制の確立 

京都大学大学院工学研究科原子力工学専攻：放射線，放射能，原子炉等の基

礎知識に加えて，広い視野をもち，高い倫理性を備えた人材の育成が必要 
• 原子力安全工学における過酷事故に関する教育 
• 原子核工学序論における事故事例検討に基づく工学倫理教育 
• 基礎量子エネルギー工学におけるリスクマネージメントに関する教育 
• 原子核工学セミナーにおけるエネルギー問題等のグループ研究 
      材料→生産→製品→利用→廃棄（System Science) 

現場について学ぶ・現場を通して学ぶ・
現場から学ぶ・現場のために学ぶ 



まとめ 
• Riskを科学的に共有する社会の創造→Riskの共有は大きな教訓→
社会Riskの低減や回避の研究・技術開発も不可欠だが，科学的に
Riskを伝えることも重要→安全神話からの脱却 

• 科学・技術の信頼回復→「安心・安全」を伝える科学・技術の成
果と公表→「安心・安全」の言葉を使わないで伝えられる成果 

• 広範な原子力科学の発展→System科学として広範な発展→連携・
協力から始まる→広範な人材育成の実現 

• 100年，1000年後に残れる成果を目指す→持続可能な社会を具現化
することで福島の教訓を残す 

 

 

 

 
 
 

    

環境創造センターがこれら社会実現の拠点となることを期待します 
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